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PROSES PEMBENTUKAN GAIRAIGO BENTUK HASEIGO DAN 

FUKUGOUGO 

 

ABSTRAK 

Dini Endang Kusrini 

1506388 

 

Perkembangan kata serapan bahasa Jepang (gairaigo) yang semakin meluas, 

menjadi salah satu ilmu yang wajib dimiliki pembelajar bahasa Jepang untuk 

kelancaran dalam berkomunikasi. Walaupun pada bahasa Jepang terkadang 

memiliki padanan kata yang sama, namun penggunaan gairaigo menunjukkan 

sesuatu yang baru. Adapun hal yang dirasa sulit saat penggunaan gairaigo yakni 

arti makna setelah diserap ke dalam bahasa Jepang yang berbeda dengan arti kata 

pada bahasa aslinya. Penelitian ini disusun untuk mendeskripsikan dan 

menganalisis pembentukan gairaigo dalam bentuk haseigo yang diikuti verba 

suru dan fukugougo menggunakan tiga subjek penelitian yakni buku New 

Approach Japanese Intermediate Course, buku New Approach Japanese Pre-

advanced Course, dan artikel pada NHK News Web edisi tahun Januari – 

Desember 2019, dengan tujuan agar para pembaca memiliki pengetahuan dasar 

mengenai pembentukan struktur kata, mengetahui arti dan makna pada kata 

gairaigo. Metode yang digunakan pada penelitian ini adalah metode deskriptif 

untuk menjabarkan suatu fenomena yang terjadi dengan teknik dokumentasi yang 

bisa berbentuk tulisan ataupun gambar. Hasil dari penelitian ini yaitu diperoleh 59 

kosakata gairaigo bentuk haseigo yang diikuti verba suru dan fukugougo. Pada 

pembentukan haseigo yang diikuti verba suru ditemukan tidak ada penyerapan 

bahasa asing lainnya selain dari bahasa Inggris, namun pada bentuk fukugougo 

terdapat beberapa kombinasi bahasa asing. Kurangnya pada penelitian ini hanya 

terbatas mengenai kata gaiaraigo dengan imbuhan suru dan kata majemuk. Bagi 

peneliti selanjutnya diharapkan mampu membahas gairaigo yang memiliki makna 

lebih dari satu khususnya  pada bentuk haseigo dan fukugougo.  

Kata kunci : fukugougo, gairaigo, haseigo, kajian semantik leksikal, studi analisis 

kosakata 



A FORMATION PROCESS GAIRAIGO TO HASEIGO AND FUKUGOUGO 

FORMS 

 

ABSTRACT 

Dini Endang Kusrini 

1506388 

 

The development of Japanese loanword (gairaigo) which is increasingly 

widespread, has become one of the must-have knowledge for Japanese language 

learners for fluency in communication. Although the Japanese language 

sometimes has the same equivalent words, the use of gairaigo shows something 

new. The things that are difficult when using gairaigo are the meaning after being 

absorbed into Japanese which is different from the meaning of the word in the 

original language. This research is structured to describe and analyze the 

formation of gairaigo in the form of haseigo followed by the verb suru and 

fukugougo by using three research subjects: New Approach Japanese Intermediate 

Course, New Approach Japanese Pre-advanced Course, and articles on the 

January-December 2019 edition of the NHK News Web. The purpose of this 

study is that readers have a basic knowledge of word structure formation and 

knowing the meaning of the word gairaigo. The method used in this research is a 

descriptive method to describe a phenomenon that occurs with documentation 

techniques that can make writing or drawing. The method used in this research is 

a descriptive method to describe a phenomenon that occurs. The results of this 

study were obtained 59 gairago vocabulary forms of haseigo followed by the verb 

suru and fukugougo. In the formation of haseigo followed by the suru verb found 

no absorption of other foreign languages apart from English, but in the form of 

fukugougo there are several combinations of foreign languages. The lack of this 

research is limited to the word gairaigo with suru affixes and compound words. 

For further researchers are expected to be able to discuss loanword which have 

more than one meaning, especially in the form of haseigo and fukugougo. 

Keywords: compound word, loanword, derivative, lexical semantic studies, 

vocabulary analysis studies 

 

 



外来語で派生語と複合語の形成するプロセス 

 

要旨 

 

ディニエンダンクスリニ 

1506388 

 

ますます普及している外来語の開発は、日本語学習者がコミュニケーショ

ンであるために必要な知識の一つになった。日本語には同じような単語が

ある場合があるが、外来語の使用は新しいことを示している。外来語を使

用する際に困難なことは、日本語に吸収された後の意味であり、母語の単

語の意味とは異なる。本研究は｢New Approach Japanese Intermediate Course

ブック｣、｢New Approach Japanese Pre-Advanced Courseブック｣、2019年 1

月から 12 までの NHK News Web 三つの研究対象を用いており、外来語で

「する」の最終接辞付き派生語と複合語の形成を記述および分析するよう

に構成されている。読者が単語構造に形成に関する基本的な知識を持ち、

吸収単語の意味と意味を知ることを目的としている。本研究で使用される

方法は、書き込みや描画を行うことができるドキュメンテーション技術で

発生する現象を記述するための記述的な方法である。本研究の結果は、59

の外来語のスル動詞が付いている派生語と複合語が得られた。本研究の欠

点は、スルの接辞と複合語を伴う外来語という言葉に限られている。 今

後の研究者は、特には派生語と複合語の形で、複数の意味を持つ外来語に

付いて議論できると期待されている。 

キーワード ：複合語、外来語、派生語、語彙意味論研究、語彙分析研究 



外来語で派生語と複合語の形成するプロセス 

 

要旨 

ディニエンダンクスリニ 

1506388 

ますます普及している外来語の開発は、日本語学習者がコミュニケーショ

ンであるために必要な知識の一つになった。日本語には同じような単語が

ある場合があるが、外来語の使用は新しいことを示している。外来語を使

用する際に困難なことは、日本語に吸収された後の意味であり、母語の単

語の意味とは異なる。本研究は｢New Approach Japanese Intermediate Course

ブック｣、｢New Approach Japanese Pre-Advanced Courseブック｣、2019年 1

月から 12までの NHK News Web三つの研究対象を用いており、外来語で

「する」の最終接辞付き派生語と複合語の形成を記述および分析するよう

に構成されている。読者が単語構造に形成に関する基本的な知識を持ち、

吸収単語の意味と意味を知ることを目的としている。本研究で使用される

方法は、書き込みや描画を行うことができるドキュメンテーション技術で

発生する現象を記述するための記述的な方法である。本研究の結果は、59

の外来語のスル動詞が付いている派生語と複合語が得られた。本研究の欠

点は、スルの接辞と複合語を伴う外来語という言葉に限られている。 今

後の研究者は、特には派生語と複合語の形で、複数の意味を持つ外来語に

付いて議論できると期待されている。 

キーワード ：複合語、外来語、派生語、語彙意味論研究、語彙分析研究 

 

1. はじめに 

日本の技術はだんだん発展していくので、多くの日本人が外国語を

勉強するため外来語の使用に影響を与えた。外来語の使用は文化、経済、

政治、医学、技術などで拡張した。和語より日本人が外来語のほうが理解

することができる。



Sudjianto と Dahidi (2018:104) によると、外来語を話す時、様々な用

語を使用する。例えば、洋語（西部からできた言葉）、借用語と呼ばれる

人もいる。外来語は洋語と呼ばれるのに外来語の発展では外国語から影響

を受けた。言葉の意味を変更せずに、吸収された言葉が変化された。例え

ば、「ユーモア」フランス語からできた言葉、「ノート」英語からできた

言葉、「インキ」オランダ語からできた言葉、と「タバコ」ポルトガル語

からできた言葉 (澤田, 1993:230)。 

研究の理由は日本語学習者が吸収された意味と言葉構造について基

本知識を担わないといけなく、外来語の使用が発展していくのためである。

｢する｣の最終接辞付き派生語と複合語の使用が多いので、この研究の対象

に成ることにする。 

その問題点に基づき、作者が論文で複合語と｢する｣の最終接辞付き

外来語の構造を研究する。論文のタイトルは「外来語で派生語と複合語の

形成するプロセス」。 

 

2. 問題提起 

1) 外来語の派生語と複合語の言葉は何があるか。 

2) 語彙意味論から見られる外来語の派生語と複合語の形成するプロ

セスであるか。 

3) 派生語と複合語の形で外来語を形成するプロセスの意味の拡大で

あるか。 

 

3. 研究の目的 

1) 外来語の派生語と複合語の言葉を知るためである。 

2) 語彙意味論から見られる外来語の派生語と複合語の形成するプロセ

スを知るためである。 

3) 派生語と複合語の形で外来語を形成するプロセスの意味の拡大を知

るためである。 

 

 



4.  先行研究 

本研究には参照として使用されるいくつかの研究がある、一つのは

Sawada (1993)の研究、｢日本語教育のための基本外来語について｣。その研

究は日本語教育学習者が意味の変化と発音にするときよく困難を抱えてい

る。日本語教育では、文法が最初に強調され、次に表記法が続く。一方、

外国語の言葉を増やす問題は、学生の必要性に次第である。しかし、教材

や授業でこの問題を解決することは実際には考慮されていない。最後に高

校に入った後も多くの生徒が同じ問題を経験している。したがって、

Sawadaさん (1993)の研究に含まれる基本的な単語は、約 126単語の日本

語のテキストに基本的な外国語を入力することにより、中学生に宛てられ

た。 

外来語をテーマにした別の研究も、Suhartini (2013) が“Analisis 

Penggunaan Gairaigo yang Diikuti Verba Suru” というタイトルで実施した。

本研究は、ほとんどすべてが名詞言葉の外来語とその用法に基づいている。

2003年の The Nihongo Jurnalと 2008年の J-Bridge Beginnerと 2011 年の

JUNONマガジンの三つのデータソースから、31のデータオブジェクトを

取得した。15個の単語は外来語＋する、日本語に相当するものがあるけ

ど、残りは同等ではない。例えば、日本語に相当する外来語＋するはサポ

ートする、日本語に相当するものは支える「サポート、保守、保持など」。

本研究では、ほとんどが名詞の単語に属する外来語。その使用には、単語

クラスの変化する外来語が時々ある。例えば、名詞の単語は動詞になる。

これは、多くの意味を持つ最終節時の[する]動詞を追加することである。 

 その他の研究は Sari（2019）が単語形成に関する実施した研究であ

る。タイトル「朝日新聞デジタルウェブサイトの自動車技術コラムにおけ

る略語や頭字語の語形成」。この研究では、略語のプロセスに焦点を当て

た形態学的プロセスを分析した。つまり、略語と複合語である。 

著者は、既存の研究を補完することを目的とした研究を続けたいと

考えている。著者は、派生語形式と複合語を選択することにより、時制の

吸収語を調べることにした。 

 

5．研究方法 

使用される方法は、存在する状況または現象をそのまま記述すること

を目的とする記述的な方法である。使用される手段は文書化方法である。



本研究では、59の語彙が得られ、18の語彙は派生語の形の外語であり、

その後に動詞の[する]が続き、41の語彙は福語であった。 

表 5.1 外来語の｢する｣の最終接辞付き派生語と複合語の数 

番号 研究対象 
語彙の数 

源 
派生語 複合語 

1 New Approach 

Japanese Intermediate 

Course 

4 12 Noboru Oyanagi, 

2003 

2 New Approach 

Japanese Pre-

Advanced Course 

9 25 Noboru Oyanagi, 

2002 

3 NHK News Web  5 4 2019年 1月から

12月まで 

 

6.  分析の結果 

表 6.1 和語の形成と母語の形成には｢する｣の最終接辞付き派生語 

番号 派生語 
形成 

源 
和語 母語 

１ メモして 名詞＋動詞 名詞＋動詞 
ニューアプロー

チ中級日本語 
２ ヒットする  名詞＋動詞 名詞＋動詞 

３ イメージします 名詞＋動詞 名詞＋動詞 

４ ランクされる 名詞＋動詞 名詞＋動詞 

ニューアプロー

チ中上級日本語 

５ ジョギングする 名詞＋動詞 自動詞＋動詞 

６ チャレンジしたい 名詞＋動詞 名詞＋動詞 

７ スピーチする 名詞＋動詞 名詞＋動詞 

８ チェックする 名詞＋動詞 名詞＋動詞 

９ アップする 名詞＋動詞 福祉＋動詞 

１０ 
コピーさせて 名詞＋動詞 名詞＋動詞 

 

１１ リフレッシュする 名詞＋動詞 他動詞＋動詞 

１２ デビューさせた 名詞＋動詞 名詞＋動詞 

１３ レンタルする 名詞＋動詞 名詞＋動詞 

１４ ボイルした 名詞＋動詞 他動詞＋動詞 

2019年 1から

12月までの
NHK News Web 

１５ オープンする  名詞＋動詞 形容詞＋動詞 

１６ サイクリングしたり 名詞＋動詞 自動詞＋動詞 

１７ アシストする 名詞＋動詞 他動詞＋動詞 

１８ スタートする 名詞＋動詞 他動詞＋動詞 

 



表 6.2 和語の形成と母語の形成には｢する｣の複合語 

番

号 
複合語 

形成 源 

和語 母語 

ニューアプロー

チ中級日本語 

１ テーマパック 名詞＋名詞 名詞＋名詞 

２ バツいち 名詞＋名詞 名詞＋名詞 

３ ダイニングキ

ッチン 

名詞＋名詞 他動詞＋名詞 

４ パン屋 名詞＋名詞 名詞＋名詞 

５ アイスホッケ

ー 

名詞＋名詞 名詞＋名詞 

６ スローフード 名詞＋名詞 名詞＋名詞 

７ トリックアー

ト 

名詞＋名詞 名詞＋名詞 

８ アイスクリー

ム 

名詞＋名詞 名詞＋名詞 

９ コンピュー

ターゲーム 

名詞＋名詞 名詞＋名詞 

１０ ハザードラン

プ 

名詞＋名詞 名詞＋名詞 

１１ メジャーリー

グ 

名詞＋名詞 名詞＋名詞 

１２ タイムカプセ

ル 

名詞＋名詞 名詞＋名詞 

１３ ギネスブック 名詞＋名詞 名詞＋名詞 

１４ ランチバイ

キング 

名詞＋名詞 他動詞＋名詞 

ニューアプロー

チ中上級日本語 

１５ パラサイト

シングル 

名詞＋名詞 名詞＋形容詞 

１６ ホームシック 名詞＋名詞 名詞＋名詞 

１７ プロジェク

トチーム 

名詞＋名詞 名詞＋名詞 

１８ ハッピー･バ

ースデー 

名詞＋名詞 形容詞＋名詞 

１９ ペットロボッ

ト 

名詞＋名詞 名詞＋名詞 

２０ ユーモアセン

ス 

名詞＋名詞 名詞＋名詞 

２１ ペットボトル 名詞＋名詞 名詞＋名詞 

２２ エンジンルー

ム 

名詞＋名詞 名詞＋名詞 

２３ ファースト 名詞＋名詞 名詞＋名詞 



フード 

２４ デジタルカメ

ラ 

名詞＋名詞 形容詞＋名詞 

２５ ゲームソフト 名詞＋名詞 名詞＋名詞 

２６ サラリーマン 名詞＋名詞 名詞＋名詞 

２７ スポーツジム 名詞＋名詞 名詞＋名詞 

２８ チェーン店 名詞＋名詞 名詞＋名詞 

２９ フリーマーケ

ット 

名詞＋名詞 名詞＋名詞 

３０ ブランド品 名詞＋名詞 名詞＋名詞 

３１ フライパン 名詞＋名詞 名詞＋名詞 

３２ ボディービ

ルディング 

名詞＋名詞 名詞＋他動詞 

３３ フィールド

アスレチッ

ク 

名詞＋名詞 名詞＋名詞 

３４ フランス語 名詞＋名詞 名詞＋名詞 

３５ スタンフォ

ード大学 

名詞＋名詞 名詞＋名詞 

３６ テレビゲーム 名詞＋名詞 名詞＋名詞 

３７ コロンビア大 名詞＋名詞 名詞＋名詞 

３８ コーヒーカッ

プ 

名詞＋名詞 名詞＋名詞 

2019年 1から 12

月までの NHK 

News Web 

３９ カスハラ ｢カ

スタマーハ

ラスメント｣ 

名詞＋名詞 名詞＋名詞 

４０ ロボットメ

ーカー 

名詞＋名詞 名詞＋名詞 

４１ ユニバーサ

ルツーリズ

ム 

名詞＋名詞 名詞＋名詞 

外来語で派生語の形式には、15個のデータが言語と同じ意味を持

ち、3個のデータが新しい意味を持つ。それから、32個のデータ量を持つ

外来語で派生語フォームは元の言語とは異なる意味で見つかった、9個の

データが新しい意味を持つ。本研究の外来語はすべて「名詞」を使用する。 

派生語の形成ではすべての言葉が英語から吸収されるが、英語から

吸収された以外の複合語の形成では、9個の言葉は他の外来語の組み合わ

せである。 

 



  表 6.2 外来語の起源 

番号 外来語 原語 言葉の起源 

1 ユーモア + センス Humoar + sense フランス語 + 英語 

2 チェーン + 店 Chain + ten 英語 + 和語 

3 ブランド + 品 Brand + hin 英語 + 和語 

4 フランス + 語 France + go フランス語 + 和語 

5 テーマ + パック Theme + park ドイツ語 + 英語 

6 パン + 屋 Pão + ya ポルトガル語 + 和語 

7 スタンフォード +  

大学 

Stanford + daigaku アメリカの都市名 +  

和語 

8 コロンビア + 大 Colombia + dai アメリカの国 + 和語 

9 コーヒー + カップ Koffie + cup オランダ語 + 英語 

  

7．終わりに 

外来語で｢する｣の最終接辞付き派生語と複合語の使用、59の言葉

を取得した。派生語の形式は 18 言葉、複合語の形式は 41 言葉を形成する。

本研究の外来語はすべて「名詞」を使用する。派生語の形成ではすべての

言葉が英語から吸収されるが、複合語の形成では他の外来語組み合わせは

9言葉になる。 

それから、派生語の形成では、元の単語の意味を変える 3個の言葉

と、意味の変化を経験する 9個の言葉形成の複合語がある。 

 

8. 今後の結果 

以前に提示された研究結果と結論に基づいて、研究者はこの研究に

関して、日本語学習者または同様の研究を特に派生語と複合語の両方の形

態で実施したい人のためのさらなる研究の存在を含むいくつかのことを推

奨します より興味深い教育。 次に、この研究を他の語彙、例えば、「和

語」の形式と組み合わせて、類似点と相違点を調べればよいである。 

さらに多様なソースからデータを抽出するために、さらなる調査を行

うことをお勧めする。 漫画、小説、雑誌、さらにはケーススタディのよ

うにである。 
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